
様式―４

　事業実施後１ヵ月以内にCNAC事務局へ実施報告をお願いします。

　ご記入いただいた内容は、今後CNACのHP等で活用させていただくことを予めご了承ください。

貴団体について

貴 団 体 名

担 当 者 名 竹内　聖一 記 入 日 2017年2月15日

実施した海辺の達人養成講座について

プ ロ グ ラ ム 名

実 施 日 ( 期 間 )

場 所 ( 会 場 名 )

 ■ 当日参加者の総数 ■当日スタッフの総数

10 人 8 人

↓以下アンケートです。ご記入のご協力をお願い致します。

 ■ 参加者の声をお聞かせください。

 ■ プログラムでの安全面についてはいかがでしたか。怪我・保険の使用などございましたらご報告ください。

CNAC「海辺の達人養成講座」助成　実施報告書

海辺の達人養成講座in南房総・館山

特定非営利活動法人　たてやま・海辺の鑑定団

提出先：NPO法人海に学ぶ体験活動協議会（CNAC)事務局

E-mail：cnac@wave.or.jp FAX:03-5408-8741

〒105-0001　東京都港区虎ノ門3-1-10　第2虎の門電気ビルディング4階

　一般財団法人みなと総合研究財団内　担当：中島、谷、港

　　　　　千葉県　南房総市　及び　館山市　会場　：大房岬自然の家・周辺　館山市営温水プール

　　　2018年1月13日（土）14日（日）21日（日）3日間　～2018年2月23日（残務報告作成）

 ■ プログラムの内容について申請時から変更がある場合にはその変更点をご記入ください。（実施日程・会場・講師の変更等）

特にございません。

方向性は各々、多少の違いはあるものの、意思ある人達との出会いはこれからの大切な財産になるような気が

します。/館山のこと、沖ノ島のことを色々と知れて、また、色々な人と知り合えた事はとても良かったと思

いました。/自然体験学習の意義、指導者として気をつけるべきことなどを実践的に学ぶことができ、非常に

有意義な3日間でした。/自分が住んでいる所の自然の豊かさ、楽しさを再確認し、また安全面、身近な危険な

ども気づかされることがたくさんありました。受講したことで、周りの人にも伝えたい、という思いもわいて

きました。/今回の講座ではみなさん、海が好きな気持ち、大切に思う気持ち、次の世代へ伝えていきたいと

いう気持ちなど沢山の部分で重なるところがあり、同志が集まったと感じています。/この講座で新しい遊び

方、安全な運営方法を知りたかったのですが、その目的は果たせたとともに、新しい知見と新しい仲間が得ら

れたことでさらなる好奇心が芽生えました。/私のライフスタイルの重要なパートである海でのアクティビ

ティをより安全に楽しめる様、心を改たにしました。/いろいろ不安がありましたが、1日目から楽しく受講さ

せて頂き良い経験になりました。今後もどのくらいの方々に自然の大切さを伝えられるか未知ですが、関わら

せて頂きたいと思っています。/内容の重大さを感じ逃げ出したくなりましたがお話を聞いている内に引き込

まれました。/基本的な話が聞けて、自己流で全てやっていたので、自分で行なっていた方法で正しかったと

再認識しました。

2日目の予定会場である沖ノ島が被災し、立入できない為、大房岬自然公園に変更になりました。



様式―４

 ■ CNAC海辺の達人養成講座助成について、ご意見等ございましたらご自由にご記入下さい。

 ■ その他、御意見など御自由にご記入下さい。

※各枠は必要に応じて広げて使用ください。

 ■ 実施したプログラムの当日配布資料一式、参加者の写真（数枚程度）を添付してください。

参加者みなさんは多くが共通して海好きな方たちですが、それぞれ異なる知見と考えを持ちで、それらのご意

見は主催者側にとっても、新鮮かつ興味深く感じる場面もある、このような講座を今後も継続したいと思う。

自然体験活動を実践している方や興味を持っている方たちが地域において個別に或いは潜在的に活動されてい

る中で、参加者の人材育成、スキルアップが図られたことに加え、互いの存在を認識し、仲間作りができたこ

とは重要なことである。

平成30 年1 月13 日（土）開講日 講義、安全 

平成30 年1 月14 日（日）2 日目 フィールド 実践 

平成30 年1 月21 日（日）最終日 グループワーク、修了 


